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4.未来を育む海
自然資源から文化資源にいたる
多様性に富む地域資源を育んできた
東幡豆の海の昔と今を紀行する。
Da
ta
・資料に見る約 30 年前の幡豆地区の人々・
昭和 63 年（1988）に幡豆町が町民 500 人にとった「21 世紀、ふるさと
幡豆の町づくり」アンケートから、当時の人々の人生観や価値観、地域の
自然についての認識などが垣間見えるものをピックアップして紹介する。
出処：『広報はず』412 号（昭和 63 年〔1988〕11 月）より作成。
注：それぞれの質問について、1 人は 3 つまで回答できる。
52
【 昭 和 39 年（1964） 頃・ う さ
ぎ島で磯遊びをする親子の様子】
昭和 32 年（1957）に開島され、
大勢の観光客を魅了したうさぎ島
は、地元住民の子育てや子ども教
育の場でもあった。岩の下に潜む
生き物を夢中になって探るわが子
の様子を笑顔で眺めている親、微
笑ましいワンシーンである。
前島磯遊び
【昭和 39 年（1964）頃・海とともに写
る子どもの様子】何気なく撮る写真にはい
つも海が写る。
【2016 年・海を眺める子どもの様子】海
の彼方を眺める子、海の未来を眺める子。
海と子ども30 31
【2016 年・前島で磯遊びをする
親子の様子】多様なカニ類、貝類、
魚類が棲息している前島は、今で
もわが子を自然に触れさせたい、
海に触れさせたい、生き物に触れ
させたいと願う親たちが、子ども
を連れて訪れる絶好の場である。
「可愛い子には海に行かせよ」、昔
も今も変わらない親心。
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トンボロ干潟潮干狩り
【 昭 和 45 年（1970）・ ト ン ボ ロ 干
潟潮干狩りの様子＊】潮の満ち引き
により干出と水没を繰り返す干潟に
は、多くの生き物が棲息している。
トンボロ現象が現れることから「ト
ンボロ干潟」と呼ばれているここ東
幡豆の干潟にも、アサリをはじめと
する様々な生き物が棲んでおり、昔
から潮干狩りの名所となってきた。
昭 和 60 年（1985） の ゴ ー ル デ ン
ウィーク期間中には、31,600 人が
東幡豆の潮干狩りに訪れている。
【2013 年・トンボロ干潟潮干狩り
の様子】今でも毎年 3 月終わりから
7 月頃まで、トンボロ干潟で潮干狩
りを楽しむことができる。とくに、
穴が開いているところに塩をかけ、
ピョコンと出てくるマテガイを瞬時
に引っ張ってとるマテガイとりは、
こ こ の 名 物 で あ る。2015 年 に は
41,270 人がトンボ
ロ干潟の潮干狩り
に訪れている。
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★トンボロ現象とは、満潮時には海によって隔てられている陸地と島が、
干潮時になると繋がる現象を言う。
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環境教育 大学教育
【2015 年・大学教育の様子】2013 年からは、東海大学海洋学部の専門科目である「海の自然観
察実習」がトンボロ干潟で実施されており、その実習は生物採集、サンプル分類、磯観察、分布調査、
高低差測量、生物マップ作成など多様な内容で展開されている。トンボロ干潟は今、従来の生物
多様性の維持や水質の浄化等の機能に加え、大学教育の場としての機能も果たしている。
【2014 年・子ども向け環境教育の様
子】トンボロ干潟は、潮干狩りで「遊
ぶ」場であると同時に、今では環境
学習で「学ぶ」場でもある。年間約
500 人の子どもたちが、「学び」の
トンボロ干潟に訪れている。
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漁協 組合長
【昭和 36 年（1961）・東幡豆の海と写る現漁協組合長
の様子】このような漁協でリーダーシップを発揮して
いるのは、言うまでもなく漁協組合長。中学校を卒業
後漁師となった石川金男氏は 2003 年に組合長に就任
し、現在にいたる。写真は、漁船のエンジンルームの
上に座り東幡豆の海を眺める様子。右後方には、桑畑
山の石切場（採石場）が写る。
【2017 年・東幡豆漁協の様子】資源減少、魚価低迷、
コスト上昇という三重苦を抱える今日の漁業をめぐる情
勢の中で、東幡豆漁協はアサリ種子の散布やガザミ・ク
ロダイ等の放流、藻場・干潟の保全等資源管理のほか、
環境教育の積極的展開による地域活性化も図っている。
多様な努力により、今では地元住民から信頼される存在
となっている。
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【昭和 39 年（1964）頃・東幡豆漁協の様子】環境教育、
大学教育等トンボロ干潟の多様な機能を果たせることの
背景に、東幡豆漁協の存在がある。東幡豆漁協は、他の
漁協同様、長い漁業歴史の中で、漁業秩序の維持、資源
管理等の役割を果たしてきた。
★漁協の正式名称は漁業協同組合。明治 19 年（1889）に、明治政府が「漁業組合準
則」を公布し、各地に「漁業組合」を設立したのがその原型。その後、昭和 8 年（1933）
に漁業組合が経済事業を行うことが可能となり、名称も「漁業協同組合」へと変わる。
【2016 年・現漁協組合長の環境教育現場での
様子】就任以来、東幡豆区コミュニティ推進協
議会、幡豆地区干潟・藻場を保全する会、幡豆
地区農山漁村地域協議会漁活性化部会、矢
や
作
はぎ
川
をきれいにする会、三河湾環境再生プロジェク
トなど、様々な環境保全と環境教育に関わる活
動を積極的に行っている。東幡豆の“ミスター
環境教育”と称しても過言ではない。
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穏やかに広がる東幡豆の海。多様なものを内包する東幡豆の海。多様な産業を育んで
きた東幡豆の海。未来を育む東幡豆の海。
海の風景37
62 63
4
　これまで見てきたように、今では一味違
う姿を見せる東幡豆の海、東幡豆の町であ
る。ここでは、東幡豆の海が育む地域資源
について確認するとともに、東幡豆の海が
育む可能性について述べ、この今昔紀行を
締めくくりたい。
●東幡豆の地域資源
　東幡豆がかつての繁栄を享受できたこと
は、この町に豊かな地域資源が存在または
潜在する証でもあると言えよう。それらの
地域資源を天然資源・非天然資源という軸
と、有形資源・無形資源という軸で整理し
てみたのが p.66 表 1 である。まず、「天
然資源・有形資源」のカテゴリーとして海
や海岸、川、砂浜、磯などが挙げられ、中
でもとくにトンボロ干潟、アサリ、マテガ
イが東幡豆を代表する地域資源として挙げ
られる。次に、「天然資源・無形資源」の
カテゴリーとしては、トンボロ干潟の景観、
潮干狩り以外にも、漁港・漁村の景観、干
潟生態系、海洋生態系、磯観察、砂遊びな
どが挙げられる。
　また、「非天然資源・有形資源」のカテゴ
リーとして、魚介類せんべい等の東幡豆特
産物、漁協市場、レストランの魚直 25 、民
宿の鈴喜館 16 と岡田屋 17 27 、幡豆石、幡
豆石で建てられた堤防、矢
や
穴
あな
石
いし
、石材埠頭、
ローカル電車の名鉄蒲
がま
郡
ごおり
線、妙善寺 22 、
八幡宮等の社寺 20 21 、幡豆歴史民俗資料
館等々が挙げられる。最後に、「非天然資源・
無形資源」のカテゴリーとしては、東幡豆
の民話・逸話、ストーンカップレース等の
地元行事、漁師料理・郷土料理、角建網や
アサリマンガ漁等の地域の漁業、アサリ種
子の散布・干潟保全等の資源管理、資源管
理組織やルール、底引網漁業体験、トンボ
ロ干潟で行われる環境教育 33 や大学実習
34 、東海大学が毎年地元で開催するセミ
ナー・報告会等々が挙げられる。
●東幡豆の可能性
　このように、東幡豆には自然資源から文
化資源にいたる多様性に富む地域資源が存
在していることが確認できた。言うまでも
なく、今後はこれらの多様な地域資源を活
用しながら、漁村活性化・地域活性化を図
ることである。ここでは、そのための視点
を二つほど示しておきたい。
　一つは、地域資源を価値創造するための
新しいアイディア・発想である。全国的に
は、すでに地域活性化の事例として、6 次
産業化や海
うみ
業
ぎょう
の取組み、水産物ブランド化
の取組み、ブルーツーリズムやエコツーリ
ズム等のニューツーリズムの取組み等が見
られている。これらを覗いてみると、実に
様々な形を見せながらも、一つ共通すると
ころを見つけることができる。すなわち、
地域資源の価値創造である。地域資源の価
値創造の方法としては、未利用資源の利用
や資源利用方法の変更などが挙げられてい
るが、東幡豆ではすでに地域資源の価値創
造活動が見られている。例えば、トンボロ
干潟を利用して環境教育を行うことは、ト
ンボロ干潟を漁業資源的利用から教育資源
的利用へと変更したことであり、立派な地
域資源の価値創造になっているのである。
今後もさらにこのようなアイディア・発想
が求められよう。
　もう一つは、これら地域資源の価値創造
活動を実現するための担い手・人的資源の
確保である。新しいアイディア・発想は持
ちながらも、担い手・人的資源の欠如によ
り、価値創造活動が実現されないケースも
多々見られる。一つの方法として、多様な
団体・機関との積極的な連携による「連携
の経済性」を図ることが挙げられるが、東
幡豆においては、このような連携活動につ
いても確認することができる。p66 図 1 は、
トンボロ干潟の環境教育活動における多様
な団体・機関間の連携を示したものであ
る。東幡豆漁協を中心に、愛知県、西尾市
等行政の各部署、幡豆町農山漁村地域協議
会漁活性化部会、幡豆地区干潟・藻場を保
全する会、NPO 幡豆・三河湾ねっと、東
海大学海洋学部など、地元と地元外におけ
る様々な団体・機関と連携体制が構築され
ているのである。今後もさらなる連携の強
化・拡大により、東幡豆の地域資源を価値
創造していくための「近道」を探ることが
求められよう。 （李 銀姫）
東幡豆の地域資源と可能性
広葉樹が多い三ヶ根山は、土の養分が豊かです。東
幡豆でおいしいアサリがとれるのも、雨とともに海
に流れ出たこの養分のおかげでもあるんだとか。
昔の懐かしい生活用具がたくさん集め
られています。団平船や有名な鳥羽の
火祭り等の模型展示も見応えあり！
豆味噌を使った「豚肉の味噌焼き」は優
しい味わい。旬の時期にはアサリやカキ
の味噌焼きも登場します。 また来ようね！
海の幸を使った
おせんべい
三河湾が
見渡せます
旅日記
Vol.4
海も山も…
自然を満喫しました｡
お土産も忘れずに｡
東幡豆駅前にある昭和 10 年創業
の老舗煎餅屋さん。手ごろな値
段でとてもおいしいので、お土
産に最適です。
三ヶ根山をドライブ
魚直でランチ幡豆歴史民俗資料館
中新本舗
おしまい
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Da
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　2015 年 12 月 6 日（日）に、東幡豆の海や自然の豊
かさと大切さについて多くの人が集い語らう場づくりをね
らいとした今昔写真展が、西尾市クリーンセンターにて開
かれ、80 名ほどの参加者が会場を訪れた。これは、東海
大学海洋学部と総合地球環境学研究所のエリアケイパビリ
ティープロジェクトが、2008 年から東幡豆の海において
進めてきた学際的研究の集大成として開かれた「三河湾市
民セミナー」の一環として企画されたものである。
今昔写真展「幡豆の海と人々」
「三河湾市民セミナー」のチラシ
会場で東幡豆の海の昔と今について
語らわれている様子や、地元住民と
主催者との記念撮影の様子。
・図表で見る東幡豆の地域資源と連携体制・
有形資源 無形資源
天然資源
海、東浜海岸、森川、砂浜、トン
ボロ干潟、磯、アサリ・マテガイ
等の水産物、海洋生物、藻場、海
水、前島、沖島など。
漁港・漁村景観、トンボロ干潟景
観、前島景観、沖島景観、漁船景観、
干潟生態系、海洋生態系、磯観察、
砂遊び、潮干狩り、釣りなど。
非天然資源
魚介類せんべい等の特産物、漁協
市場、魚直、鈴喜館、岡田屋、中
新本舗、幡豆石、幡豆石で建てら
れた堤防、矢穴石、漁港、港湾、
漁村集落、石材埠頭、妙善寺、八
幡宮、ローカル電車、歴史民俗資
料館など。
民話・逸話、ストーンカップレー
ス、妙善寺かぼちゃしるこの振る
舞い等の行事、漁師料理、郷土料
理、角建網漁業・アサリ腰マンガ
漁など地域ならではの漁法、アサ
リ種子の散布等資源管理、資源管
理組織・ルール、底引網漁業体験、
環境教育、大学実習、東海大学開
催のセミナーなど。
図 1　環境教育における東幡豆漁協と他団体・機関との連携体制
表 1　東幡豆における地域資源の概要
出処： 「海洋教育における漁協の取り組みと機能をめぐって - 愛知県東幡豆漁
協を事例に -」により引用。
出処：『H27 年度水産白書』、『地域資源の形成と価値創造』より作成。
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